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量子閉じ込め効果を受けた励起子は高強度で高速な発光を示すことが知られており、この

発光特性を利用したシンチレータの開発が期待されている。これまでの研究で有機無機ペ

ロブスカイト型化合物が二次元量子ナノ井戸構造を形成し、励起子が量子閉じ込め効果を

受けることが報告されている [1]。励起子は無機層で形成され、量子閉じ込め効果により高

強度で高速な発光を示すこと、シンチレーション特性は主に無機層の励起子特性で決まる

こと等がわかっている [1]。当研究室では過去にアルカリ土塁金属を無機層に添加すること

で量子閉じ込め効果が増強され、シンチレーション特性が向上することを確認した [2]。こ

れらの結果を受け、本研究では新たな量子閉じ込め型シンチレータの組成として 

(C6H5C2H4NH3)2Pb1-xMgxBr4 に着目し、単結晶を貧溶媒拡散法で育成し、フォトルミネッセ

ンス (PL)、シンチレーション特性を調べた。 

図 1に (C6H5C2H4NH3)2Pb0.9Mg0.1Br4 の PL emission mapを示す。250-450 nmの励起光によ

り、発光帯が 400-500 nm付近に観測された。この発光は既報との比較より起源は自由励起

子によるものだと考えられる。また図 2 には同じサンプルのシンチレーション発光スペク

トルを示す。440 nm 付近に発光ピークが観測され、既報との比較より起源は自由励起子に

よるものだと考えられる。本講演ではシンチレーション特性の PbとMgの濃度依存性に関

して報告する。 

  
Figure 1. PL emission map of 

(C6H5C2H4NH3)2Pb0.9Mg0.1Br4. 

図 2. Scintillation spectrum of 

(C6H5C2H4NH3)2Pb0.9Mg0.1Br4 under X-ray 

irradiation. 
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